
建
設
業
の
今
後
を
見
通
す
重
要
事
業

　
２
０
２
０
年
開
催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

準
備
が
進
行
中
で
あ
る
。
一
方
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
め
ら
れ
、
さ

ら
に
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
を
含
む
国
土
強
靱
化
も
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

き
ょ
う
じ
ん

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
復
興
、
国
土
強
靱
化

は
建
設
業
の
今
後
を
見
通
す
た
め
の
重
要
事
業
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
が
よ
り
良

い
形
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
わ
が
国
経
済
の
持
続
性
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く

る
で
あ
ろ
う
。

社会の未来を支える建設産業

国
土
強
靱
化
の
推
進
イ
ン
フ
ラ
更
新
増
加

大
和
総
研
　
金
融
調
査
部
主
任
研
究
員
中
里
　
幸
聖

東
京
五
輪
・
復
興
需
要
公
共
投
資
が
活
発
化

　
第
二
次
安
倍
晋
三
政
権
が

掲
げ
た
「
三
本
の
矢
」

大

胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な

財
政
政
策
、
民
間
投
資
を
喚

起
す
る
成
長
戦
略

の
効
果

も
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る
経

済
低
迷
に
伴
う
沈
滞
感
か
ら

人
々
の
心
が
上
向
き
に
な
り

つ
つ
あ
っ
た

年
９
月
、
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク

以
下
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

の
東
京
開
催
が
決

ま
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
は
当
該
国
に
と
っ
て
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。

　

年
１
月
提
出
の
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会

の
「
立
候
補
フ
ァ
イ
ル
」
に

よ
る
と
、
競
技
場
の
新
設
、

既
存
施
設
の
改
良
な
ど
の

「
設
備
投
資
」
、
国
道
や
環

状
線
の
拡
張
な
ど
の
「
既
存

の
輸
送
イ
ン
フ
ラ
改
修
工

事
」
、
首
都
高
速
や
国
道
、

環
状
線
の
建
設
な
ど
「
計
画

さ
れ
て
い
る
輸
送
イ
ン
フ
ラ

整
備
」
の
合
計
１
兆
円
以
上

の
新
た
な
投
資
が

年
ま
で

に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

表

。
そ
の
後
の
設
計
変

更
や
計
画
変
更
、
ま
た
資
材

価
格
高
騰
や
建
設
労
働
者
の

人
件
費
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
金
額
は
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、

建
設
需
要
が
増
加
す
る
こ
と

に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
伴
っ
て
、
ホ
テ
ル
の
拡

張
な
ど
観
光
を
は
じ
め
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
建

設
需
要
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
。
都
内
の
電
線
の
地
中
化

推
進
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

係
す
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
対
策
前
倒
し
の
議
論
な

ど
も
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
都

市
や
交
通
に
関
わ
る
公
共
投

資
も
活
発
化
す
る
と
予
想
さ

れ
る
。

　
こ
れ
ら
は
直
接
的
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
投
資

で
あ
る
が
、
１
９
６
４
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
諸
外

国
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事

例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き

続
き
生
か
さ
れ
て
い
く
べ
き

資
産
で
あ
る
。
前
回
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
っ
て
整

備
さ
れ
た
各
種
の
イ
ン
フ
ラ

は
、
そ
の
後
の
わ
が
国
の
経

済
の
重
要
な
基
盤
の
一
部
を

な
し
て
い
る
。
前
回
は
人
口

増
加
局
面
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
人

口
減
少
下
で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
あ
り
方
を
示
す
試
金
石

と
も
言
え
よ
う
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
死
者

・
行
方
不
明
者
が
約
２
万

人
、
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
な

ど
の
被
害
額
は

兆
円
弱

内
閣
府
に
よ
る

年
６
月

時
点
で
の
試
算

と
膨
大
で

あ
っ
た
。
そ
の
復
旧
・
復
興

に
は
多
く
の
課
題
や
問
題
な

ど
も
発
生
し
、
現
在
で
も
未

解
決
の
部
分
も
あ
る
と
は
思

う
が
、
震
災
発
生
か
ら
３
年

以
上
が
経
過
し
、
復
興
は
着

実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

年
８
月
時
点
で
の
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の

基
本
方
針
」

東
日
本
大
震

災
復
興
対
策
本
部

で
は
、

復
興
期
間
は

年
間
と
し
、

当
初
の
５
年
間
を
「
集
中
復

興
期
間
」
と
位
置
付
け
、
国

・
地
方
合
わ
せ
て
少
な
く
と

も

兆
円
程
度
の
事
業
規
模

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

年
間
全
体
で
は
少
な
く
と
も

兆
円
程
度

。

年
１
月

時
点
の
「
今
後
の
復
旧
・
復

興
事
業
の
規
模
と
財
源
に
つ

い
て
」

復
興
推
進
会
議

で
は
、
集
中
復
興
期
間
に
実

施
す
る
施
策
・
事
業
規
模

は
、
国
・
地
方
合
計
で
少
な

く
と
も

・
５
兆
円
程
度
見

込
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
復
興
関
連
予
算
に
つ
い
て

は
不
適
切
使
用
や
執
行
が
滞

っ
て
い
る
な
ど
の
指
摘
も
あ

る
が
、
相
当
規
模
の
予
算
が

投
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
。
こ
れ
ら
は
ソ
フ
ト

に
関
連
す
る
施
策
も
含
ま
れ

る
が
、
住
宅
や
イ
ン
フ
ラ
再

整
備
な
ど
の
建
設
需
要
が
多

く
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
災
害
列
島
と
も
い
え
る
日

本
は
、
度
重
な
る
大
災
害
を

多
く
の
努
力
で
乗
り
越
え
て

き
た
。
今
後
も
多
く
の
災
害

に
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
事

業
は
、
災
害
を
乗
り
越
え
る

日
本
人
の
強
さ
を
体
現
す
る

も
の
で
あ
り
、
住
宅
や
イ
ン

フ
ラ
再
構
築
な
ど
の
建
設
業

に
関
連
す
る
事
業
は
、
災
害

と
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
今
後
の

あ
り
方
に
多
く
の
示
唆
を
与

え
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。
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国
土
強
靱
化
は
防
災
・
減

災
を
強
化
し
た
国
土
構
想
を

改
め
て
定
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
国
土
の
強

靱
化
を
図
り
、
持
続
可
能
な

国
家
機
能
と
社
会
の
構
築
を

図
ろ
う
と
す
る
概
念
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
施
策
は
広

範
な
分
野
に
及
ぶ
が
、
中
心

と
な
る
の
は
イ
ン
フ
ラ
の
強

化
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、

老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
イ
ン
フ

ラ
を
い
か
に
更
新
・
再
構
築

し
て
い
く
か
が
主
要
な
課
題

と
な
ろ
う
。
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
議
論
が
活
性
化
し

た
が
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
た
イ
ン
フ
ラ
の
大
量
更

新
の
必
要
性
な
ど
の
課
題
を

包
含
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
今
後
の
社
会
資
本
の
維

持
管
理
・
更
新
の
あ
り
方
に

つ
い
て
　
答
申
」

社
会
資

本
整
備
審
議
会
・
交
通
政
策

審
議
会
、

年

月

で

は
、

年
度
の
維
持
管
理
・

更
新
費
は
約
３
・
６
兆
円
で

あ
る
が
、

年
後
は
約
４
・

３
兆
―
５
・
１
兆
円
、

年

後
は
約
４
・
６
兆
―
５
・
５

兆
円
程
度
と
し
て
い
る
。
こ

の
数
値
は

分
野

道
路
、

治
水
、
下
水
道
、
港
湾
、
公

営
住
宅
、
公
園
、
海
岸
、
空

港
、
航
路
標
識
、
官
庁
施

設

を
対
象
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
鉄
道
施
設
、
高
速
道

路
、
上
水
道
、
学
校
施
設
な

ど
は
推
計
対
象
範
囲
に
含
ん

で
い
な
い
。
例
え
ば
、
鉄
道

施
設
で
は
、
開
業
か
ら

年

目
を
迎
え
る
東
海
道
新
幹
線

で
大
規
模
改
修
を
開
始
し
て

い
る

表

。
高
速
道
路
で

は
、
各
社
が
大
規
模
更
新
・

大
規
模
修
繕
に
関
す
る
概
算

事
業
費
を
公
表
し
て
い
る
。

上
水
道
も
更
新
需
要
が
膨
ら

む
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
地
震
列
島
、
台
風
銀
座
、

火
山
国
で
あ
る
日
本
は
、
大

規
模
自
然
災
害
な
ど
は
い
つ

発
生
し
て
も
不
思
議
は
な

い
。
自
然
災
害
と
は
別
に
、

老
朽
化
し
た
橋
や
道
路
の
崩

落
、
上
下
水
道
の
破
裂
な
ど

も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
方
で
、
長
期
的
な
人

口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
わ
が

国
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
再
配

置
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
て
、

国
土
強
靱
化
は
推
進
さ
れ
て

い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の

際
、
都
市
構
造
、
国
土
構
造

の
再
構
築
も
求
め
ら
れ
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
化
の
推

進
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
方

向
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
１
９
８
０
年
代
後
半
に
は

い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
に
よ

り
民
間
企
業
設
備
投
資
が
拡

大
し
、

年
代
に
は
日
米
構

造
協
議
や
数
度
の
経
済
対
策

な
ど
を
受
け
て
公
共
投
資
が

拡
大
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ

る
よ
う
に
建
設
業
の
就
業
者

数
は
増
加
し
、

年
代
半
ば

に
ピ
ー
ク
水
準
と
な
っ
た

グ
ラ
フ

。
し
か
し
、
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
経
済
低

迷
は
民
間
企
業
の
設
備
投
資

を
縮
小
さ
せ
た
。
長
期
経
済

低
迷
下
で
の
公
共
投
資
増
額

は
財
政
を
悪
化
さ
せ
、

年

代
後
半
以
降
、
公
共
投
資
も

縮
小
を
続
け
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
反
映
し
、
建
設
業
の

就
業
者
数
は

年
代
半
ば
以

降
減
少
基
調
と
な
り
、
２
０

１
３
年
に
は
５
０
０
万
人
を

割
り
、

年
の
就
業
者
数
を

下
回
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
復
興
、
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
、
景
気

の
回
復
傾
向
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
も
加
わ
っ

て
、
建
設
業
の
労
働
市
場
は

足
元
で
は
逼
迫
感
が
強
い
。

ひ
っ
ぱ
く

し
か
し
、
中
長
期
的
な
建
設

需
要
が
少
な
く
と
も
大
き
く

落
ち
込
む
こ
と
は
な
い
と
い

う
気
持
ち
を
持
て
な
け
れ

ば
、
臨
時
の
雇
用
は
増
加
し

て
も
、
中
核
的
な
雇
用
を
増

や
す
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
建
設

業
の
就
業
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
技
術
継
承
や
将

来
の
建
設
業
を
支
え
る
人
材

育
成
と
い
う
面
を
考
え
る

と
、
い
つ
ま
で
も
建
設
業
の

労
働
市
場
が
縮
小
し
続
け
て

良
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

年
代
の
よ
う
に
公
共
投

資
を
過
剰
に
増
加
さ
せ
る
こ

と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
必
要
な
公
共
投
資
は
進

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

民
間
企
業
の
設
備
投
資
を
促

す
に
は
、
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
。

　

年
度
の
「
国
土
交
通
白

書
」
で
は
、

年
度
時
点
で

維
持
管
理
費
と
新
設
費
が
同

水
準
と
な
っ
て
お
り
、

年

代
半
ば
に
は
更
新
費
の
水
準

が

年
度
の
新
設
費
の
水
準

を
上
回
る
推
計
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
変
化
は
あ
る
が
、
イ
ン

フ
ラ
の
更
新
費
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
復
興
需
要
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
需
要
が

一
段
落
す
る
の
と
入
れ
替
わ

る
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更

新
に
関
連
す
る
建
設
需
要
が

顕
現
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

建
設
需
要
総
体
と
し
て
は
安

定
的
に
推
移
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
、
将
来
的
な
見
通
し

も
立
て
や
す
く
な
る
。

　
建
設
業
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
需
要
構
造
の
変
化
を
視

野
に
入
れ
て
、
柔
軟
な
戦
略

を
立
て
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
そ
の
際
、
人
口
減

少
、
災
害
、
国
土
構
造
の
再

構
築
な
ど
を
踏
ま
え
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
あ
り
方
を
示
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
積

極
的
な
対
応
も
可
能
と
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


